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提携活動について

■ 参天製薬株式会社とライセンス契約を締結

当社が創製し、緑内障・高眼圧症を対象に開発していたFP/EP3デュアル作動薬ONO-9054に

ついて、全世界において眼科用眼局所製剤として独占的に製造・開発・販売する権利を参天製

薬株式会社に導出するライセンス契約を2016年3月に締結しました。

ONO-9054は、新規メカニズムのプロスタグランディン系治療薬で、強い眼圧下降作用が期待さ

れる点眼剤です。今後、参天製薬株式会社が全世界での開発を進めていきます。

■ ＩＤＡＣセラノスティクス株式会社とのライセンス交渉に関する契約を締結

2016年5月に、ＩＤＡＣセラノスティクス株式会社が開発中のヒト化抗CD4抗体「IT1208」につい

て、当社が優先的に評価し、ライセンス交渉するオプション契約を締結しました。オプション契約に

基づき、ＩＤＡＣ社は、固形がんを対象にIT1208の第Ⅰ相臨床試験を国内にて実施します。すでに前

臨床試験において、マウス担がんモデルで優れた抗腫瘍効果を示すことが確認されています。

■ 当社におけるライセンス活動について ̶執行役員 事業戦略本部長　滝野 十一

製薬業界においては、新薬開発の成功確率がますます低下する中、自社創薬のみの研究開発だけでな

く、国内外の製薬企業やバイオベンチャー企業から新製品候補を導入（ライセンスイン）してくる活動は、

重要かつ必須となってきています。当社も、2002年から12年間自社製品を上市できないという苦しい時

期に8つの製品を導入し、上市してきました。現在、さらに8化合物が申請・開発段階にあり、早期の発

売を目指しています。今後、中長期的な持続的成長を図っていくために、より一

層開発パイプラインの拡充を目指し、導入活動に邁進していきます。

一方で自社化合物の導出（ライセンスアウト）については、開発化合物ごとに適

切なタイミングで、開発/販売能力に優れたパートナー企業に導出していくことを

基本に考えています。化合物の特性や競合状況などを考慮しつつ、導出時期

に関しては柔軟に対応していきます。なお、導出対象地域については、将来の

自社展開の可能性も考慮しながら、適切に判断していきます。

水無瀬第三研究棟

■山口県での新工場設立に向けて

現在当社は、静岡県富士宮市にメインのフジヤマ工場がありますが、BCP（事業継続計画）の観点か

ら、自社工場を大阪以西のもう一拠点で設立する考えを持っていました。その新工場拠点として、この

度、山口市の山口テクノパーク内の工場用地を取得しました。中国地方は地震などの災害の可能性が

低い地域であり、その中でも山口市はインフラが整備されており、主要公共交通機関からのアクセスお

よび道路の整備が非常に良い地域です。

稼働開始時期は2020年を予定しており、新工場ではオプジーボなどの主力注射剤を製造できる体制

を整えるとともに、今後承認が見込まれる注射剤も製造する予定です。山口市に製造拠点を新設する

ことにより、フジヤマと山口が両輪となって、当社製品の安定供給を支える体制を整えていきます。

■ 水無瀬研究所新研究棟竣工

2016年3月に、水無瀬研究所内で建設を進めていました第三研究棟（増築）および付属棟が完成しま

した。これに伴い、化合物の合成・分析機能を水無瀬研究所に集約し、この新研究棟を「ものづくり拠

点」と位置づけ、創薬シーズ探索の研究初期から治験に至るまでの連携を強化し、研究開発を推進して

いくことで、さらなるスピードアップを図ります。

新研究棟は自然環境にやさしく、省エネや BCP（事業継続計画）に配慮するとともに、研究者間の

交流やコミュニケーションを活発化させるレイアウトを採用するなど、イノベーションを育む環境にも配

慮しています。またBCP対

策としては、研究所全電気

容量の1/3の発電容量の

ある非常用発電機の設

置、地震対策として免震装

置の導入を行いました。
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